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【左】点 pと直線 lの 3等分線：C0(= p), C1, C2, C3(= l)

【右】2点 p, qの 6等分線：C0(= p), C1, C2, C3, C4, C5, C6(= q)

ここで，各 iについて，Ci は Ci−1 と Ci+1 から等距離にある点の軌跡
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はじめは、ここに紹介するにはふさわしくない話題ですが、先月初旬に私が住ん
でいる東京都では、都議会議員選挙がありました。これまでは、どんなに気にい
らない候補でも、とにかく、自分が一票をいれるとしたらこの人以外はない、と
いう消極的な選び方ではありましたが、私は、選挙にはほとんど欠かさず行って
おりました。
しかし、今度という今度は、あまりに貧弱な小選挙区候補者の広報を見て落胆
しつい選挙を忘れてしまったいうのが本当のところです。
「個性的」な「政策」を掲げる候補者もいましたが、それ自身には大賛成といい
たくても、成熟した思索の裏付けをもった政策とは思えない局所的な主張であっ
たり、他の意味不明な主張との混在があったりで、到底支持できるものではあり
ませんでした。
他方、新しい政党も含め既成政党の候補者たちの「政策」は八方美人的な意味で
安全な人気取りに過ぎず、小学校の生徒会委員の選挙を見るような印象を受けま
した。その中にあって、オリンピック中止のような有権者の賛否の分かれる明確
な主張が、唯一、日本共産党からしか出ていない東京都都議選全体の政治的貧困
状況にもショックを受けました。そして残念なことにその政党も主要政策は所詮、
ポピュリズムの域を脱していませんでした。
ポピュリズムといえば、高校、大学の「学費無償化」を唱える政治家たちの主
張は、「教科数学を高校必修から外せ」という文科省元高官の最近の発言（これ自
身はかなり昔から出ていたことです）と合わせ、《高学歴》の《大衆》化という、
形容矛盾のようなわが国の高等教育の悲惨な実態に悪乗りした、無定見で露骨な
大衆迎合でありますが、人気取りだけで権威・権力を握ろうとする野卑な野心家
の登場は、フランス革命後の混乱した政治状況を彷彿とさせるほどでした。
与党が伸び悩んだことは、「案外、都民もしっかりしている」のかも知れないと
思う反面、投票率の記録的な低迷は、無党派層と括られる、「ふつうの人々」が、
コロナ禍で社会的距離を強制されるという沈鬱な経験を通じて、一時期いわれて
いた社会変革の夢を失った政治的無関心 political apathy から、さらに一歩、人間
的な活動への意欲を欠いた社会的無関心 social apathy へと進行したのではないか
と心配したりもしました。しかし、あまりに貧相な候補者の美辞麗句には、投票
率が上がらないこと自身は自然であると言わざるを得ません。
このような政治的な対立軸が不鮮明になっていることの主たる原因は、突然襲っ
て来た世界的、歴史的な大危機の中にあって、オリンピック開催というつまらな
い「夢」を捨てられず、大胆な方針を提起することのリスクを恐れて口では「模
範生」的な、実は腰の定まっていない政治的な「決断」を繰り返しながら国家的
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な財政の悪化で打つ手をますます減らしている無能で無責任な政府、与野党にあ
りますが、そのような政治家を顔色を伺うばかりで独立した政策的な情報発信能
力を減少させた行政やジャーナリズムも責任から自由ではありえないでしょう。
思い出すのは、戦後、いわゆる敗戦の混乱期を抜けて官民あげての復興活動が
盛んになると、産業界では、「理工系」の人材不足が表面化して、その採用枠が急
拡大し、結果として給与が低い教師の為り手が理工系で急速に減り、「デモシカ教
師」が大量に採用される時代がありました。そして、彼らが、というよりは、彼
らを叱咤激励することなく、むしろ反対に「教師＝労働者論」で実際上、若手教
師の知識人としての無能さを

かば
庇い、賃金の向上のような受けの良い言葉で「戦う

仲間」を増やすことを一義的に考えた当時の教員組合の指導者たちの、歴史と思
想の貧困によって、今日の教育の困難が現出したように思います。大袈裟に言え
ば、そのときから、教師が自ら「聖職」を投げ出し、「労働者」になってしまった
からです。
この間の教職員組合の「政治主義」が、右翼政治家に牛耳られた文部行政を、戦
う相手としてあまりにふがいない「敵」としてまつりあげ、それとの間に不毛な
「戦い」が長く続き、それが文字通り不毛な終戦（組合の実質的な消滅と各都道府
県教育委員会の独立性の喪失）を迎えたのはごく最近の話です。
そんなことを思うと、かつての「デモシカ教師」の登場の歴史に、今日でも、今
は重い痛みが胃を刺すような気がします。
そんな教師に習って育った人間が責任感をもった政治家、官僚になるはずもな
いでしょう。
まさに、「デモシカ都議会議員」の排出で、今度は地方行政が、税収の悪化、社
会補償費の増大に加え、戦いの戦線を切り開く英知、すなわち、思慮深い知性と
勇気ある決断の喪失で、一層の低迷期を迎えるのでしょう。
しかし、どこまで落ちても、都議会は、どうせ大したことはできないでしょう
から、デモシカ議員はおいておいてデモシカ教師が残した悪弊をきっぱりと清算
することは必須だと思います。

TECUM にとって，やるべきことがますます重大になるようで、大いなる哀し
みのを大いなる励みに繋げて行きましょう。私達には権力も権威もなくても、普
遍性を希求してやまない数学的精神と数学に出会ったときに見せる子ども達の明
るい笑顔という力強い味方がついているのですから。そして、若者が未来を変革
する意思と力をもった一人前の大人へと成長するのを手助けするのに、数学ほど
適した科目はなかなかありませんし。
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